
みなさん、知っているでしょうか？ いま京都大では

｢名物｣立て看板文化を、大学と京都市が景観条例を用い

て一掃しようとし、これに対して学生･教職員が反発。立

て看板文化をめぐる攻防が社会的な注目を浴びています。

かつては多くの大学で隆盛だった立て看板。学生運動

が盛んな時代に学生側の情報発信ツールとして各地に定

着し、日本の大学文化としても定着しました。学生運動

の衰退、管理教育強化で大学が｢通勤｣場所のようになり、

学費高騰も合わさって学生から金銭的･精神的余裕がなく

なるとともに、文化としても奪われていきました。今で

はほとんどの大学で見ることすら珍しくなっています。

大学は可能性を広げる場所です。すべての学生･教職員

のみなさんに、京都大の学生･仲間たちの

思いに連帯して声をあげてほしい。そし

て、探究心と行動力、情熱と価値ある怠

惰が混在する大学本来の意義を取り戻し

ていく出発点にしていきましょう！

くだらねえ管理教育･詰め込み教育に終止符を!

京大の立て看板をめぐる争いを

報道するＮＨＫ(５月14日)

京大生と職員の

激突の動画↓
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東京新聞(５月10日付)

商品化する大学に立ち向かおう

政府に｢総合科学技術･イノベーション会

議(ＣＳＴＩ)｣という諮問会議があります。

そこでは｢日本の大学は、社会ニーズに応え、

『投資に見合うリターン』を生み出し、研

究･教育･社会貢献を担う『知識産業』とし

て脱皮する必要｣が訴えられ、そのための方

策として｢学長の権限強化｣｢文科省･内閣府

が共同事務局｣として大学運営に参画するこ

とが提案されています(昨年12月25日討議資

料より)。この｢大学改革｣の流れは1980年代

から始まり、2000年以降いっきょに本格化

してきました。

平行して、学費は物価上昇が止まっても

上がり続け、奨学金事業も独立行政法人化

＝奨学金で採算のとれる営利事業としての

性格を強めていきました。

結果、学問への競争原理の導入は資金獲

得の競争戦を通じて大学の財界への屈服を

進め、2015年以降は防衛省との共同研究す

ら公然と始まるに至っています。

｢大学自治｣の原点は何だったか

みなさんは例えば昼ごはんを｢自由な食事｣

と言いますか？ すでに｢自由｣であると感じ

ているものに私たちはわざわざ｢自由｣を主張

しません。その必要がないからです。

｢法治国家｣の趣旨が｢法律で統治されてい

る国｣ではなく(大昔から内容はどうあれ法律

で国は治められている)、｢統治者に対して被

統治者が対抗できることを保障している国｣

であるように、｢自由｣や｢自治｣とは本来は対

抗概念です。

では｢大学自治｣の原点はどこにあるか？

戦後日本では、｢戦争に大学が加担したこ

と｣への反省から始まりました。そして｢大学

の民主化｣の実践として、｢戦犯教授の追放｣

｢国家･軍需産業の介入に対する『自由』をか

ちとること｣を目指したのです。

しかし今、その原点は失われつつあります。

立て看板がダメなら寝看板

京都大学もこの数年間、学生との対話のチャンネルを廃止してきた。

京都大学の仲間たちに連帯と注目を！

商品化していく大学の下、私たち学生もま

た｢大学ブランド｣のついた商品として教育さ

れることが増えていないでしょうか？

規制の強化、不合理なカリキュラムの再編

･画一化･過密化…。今回、京都大学の立て看

板をめぐる攻防が社会的注目を浴びているの

は、みんなどこかで｢こういった大学のあり

方がおかしい｣感じていたからではないでしょ

うか？ あらためて、学生･教職員のみなさん

に、この攻防への注目と連帯を訴えます。

↑ちなみに。京都大学の経営協議会には京都市長

･門川大作氏が外部委員として入っている。｢京都

市条例｣に京大側が屈服した、というよりはグル。

これが｢大学教育｣の結果だというのか


